
成功の虎の巻教えま す
「
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
を
ゼ

ロ
か
ら
立
ち
上
げ、
収
益
化

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
す
べ
て
提

供
し
て
い
る」
。
ス
ー
パ
ー

サ
ン
シ
（＝一
軍
漿
鈴
鹿
市）

の
高
念
照
和
専
務
は
こ
う
語

る。
同
社
の
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ

ー
事
業
は
赤
字
を
脱
し
た
2

0
0
7
年
以
降、

墨子
が
続

く。
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か、
サ
ミ
ッ
ト
や
万
代
（
大

阪
府
東
大
阪
市）
な
ど
現
在

25
社
が
サ
ン
シ
か
ら
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ。

サ
ン
シ
は
4
月
か
ら
午
前

0
時
ま
で
に
注
文
を
受
け
た

商
品
を、
翌
朝
6
時
に
は
消

費
者
に
届
け
る
実
証
実
験
を

始
め
る。
順
調
に
立
ち
上
が

れ
ば、
利
便
性
の
向
上
と
利

益
の
確
保
を
両
立
さ
せ
る
ポ

イ
ン
ト
を
25
社
と
新
た
に
共

新
た
な
収
益
源
に

ーパー「弟子」25社
三価格転嫁へ財務を分析

［サンシ l黒字ス

自
社
の
成
功
モ
デ
ル
を
他
社
に
有
料
で
教
え
る
中
小

企
業
が
注
目
を
集
め
て
い
る。
赤
字
が
多
い
と
さ
れ
る

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
で
約
20
年
黒
字
を
続
け
る
東
海
地
方

の
ス
ー
パ
ー
に
は
大
手
を
含
む
25
社
が
教
え
を
請
う。

価
格
転
嫁
に
役
立
つ
財
務
分
析
講
座
を
始
め
た
北
陸
の

樹
脂
部
品
会
社
は
金
融
機
関
か
ら
受
講
企
業
の
紹
介
を

受
け
る。
11

虎
の
巻
II

を
抱
え
込
ま
ず
他
社
と
共
に
成
長

を
目
指
す。

業

先
図

吟"

[
こ”

“〖

：
ー
ー
躙
璽

ネット
スーバー

運送業

コスト削減に効くピッ
キングや配送の仕組み

チャットポソトの実装

重機の配送効率を高め
る運行箸理システム

工場の作

業

効率上げる
生産システム

店舗のバックヤー ドで進むネットス ＿パー
の宅配向け商品のピッキング作業（三軍県
四日市市のス ー パ ー サンシ日永カヨ ー店）

有
す
る。
サ
ン
シ
と
各
社
は

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チェ
ー
ン

(
F
C)
契
約
を
結
び、
サ

ン
シ
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
る

代
わ
り
に、
各
社
は
売
り
上

げ
の一
部
を
払
っ
て
い
る。

第
子
II

は
コ
ス
ト
削
減
の

肝
で
あ
る
ピ
ッ
キ
ン
グ
技
術

な
ど
を
学
ぼ
う
と、
サ
ン
シ

の
門
を
た
た
く。
多
く
の
ネ

ッ
ト
ス
ー
パ
ー
は
食
品
や
日

用
品
の
注
文
が
く
る
と、
ス

タ
ッ
フ
が
1
人
で
1
件
ご
と

に
店
舗
や
倉
庫
を
回
り
す
べ

て
の
商
品
を
取
り
出
す。
こ

れ
に
対
し
サ
ン
シ
は
青
果
だ

け
扱
う
人
や
総
菜
だ
け
扱
う

人、
箱
詰
め
だ
け
す
る
人
と

い
っ
た
具
合
に
分
業
を
徹
底

す
る。そ

の
上
で
購
入
頻
度
が
高

い
商
品
か
ら
先
に
カ
ゴ
に
詰

め
込
む
と
い
っ
た
独
自
の
ル

ー
ル
を
設
け、
効
率
化
に
努

め
る。
サ
ン
シ
に
よ
る
と、

糠
準
的
な
同
業
他
社
に
比
べ

同
社
の
作
業
効
率
は
約
3
倍

と
い
う。

こ
の
ほ
か、
消
盤
者
か
ら

毎
月
5
5
0
円
稗
度
の
会
費

を
と
っ
た
り、
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
を
無
料
で
貸
し
た
り
す
る

一
方、
商
品
の
配
送
料
を
原

則
無
料
に
し
た
り、
四
き
配

専
門
と
す
る
こ
と
で
再
配
達

を
避
け
た
り
す
る
な
ど
の
仕

組
み
が
あ
る。
消
聟
者
に
購

入
を
促
す
工
夫
を
含
め
長
年

梱
み
重
ね
て
き
た
独
自
の
流

儀
だ。商

倉
氏
は
同
業
と
の
ノ
ウ

ハ
ウ
共
有
に
つ
い
て
「
迷
い

は
あ
っ
た」
と
打
ち
明
け
る。

そ
れ
で
も
「
最
新
の
シ
ス
テ

ム
開
発
に
は
鉗
用
が
か
か

る」
と
し
て
19
年
に
F
C
制

を
導
入
し
た。
F
C
に
よ
る

収
入
は
非
公
表
だ
が、
年
間

約
3
0
0
億
円
の
全
社
売
上

高
を
支
え
る
「
新
し
い
収
益

源
に
な
り
つ
つ
あ
る」
。

樹
脂
部
品
製
造
の
コ
ー
ジ

ン
（
富
山
県
上
市
町）
は
25

年
秋、
取
引
先
や
受
注
し
た

部
品
ご
と
に
自
社
の
業
績
ヘ

の
責
献
度
を
「
見
え
る
化」

す
る
講
座
を
始
め
た。
必
要

な
デ
ー
タ
を
収
集・
整
浬
し

た
上
で
チ
ャ
ー
ト
図
を
つ
く

り、
取
引
先
や
部
品
ご
と
に

自
社
に
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス

か、
一
目
で
分
か
る
よ
う
に

す
る。
希
望
す
る
経
常
者
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る。

チ
ャ
ー
ト
図
は
横
軸
に
生

産
に
要
す
る
社
員
の
人
数、

縦
軸
に
利
益
（
売
り
上
げ
か

ら
変
動
費
を
の
ぞ
い
た
限
界

利
益）
を
指
標
に
と
る。
取

引
先
を
分
析
す
る
場
合、
チ

ャ
ー
ト
図
の
左
上
方
向
に
円

が
表
示
さ
れ
れ
ば、
少
人
数

で
利
益
が
出
て
い
る
と
分
か

る
の
で
自
社
に
プ
ラ
ス。
反

対
に
右
下
方
向
に
円
が
あ
れ

ば
自
社
に
マ
イ
ナ
ス
の
可
能

性
が
高
い
と
判
断
す
る。

す
べ
て
の
取
引
先
の
デ
ー

タ
を
そ
ろ
え
れ
ば、
全
社
の

円
の
位
置
か
ら
僕
先
度
の
高

い
取
引
先
を
考
え
る
自
安
に

な
る。
1
社
あ
た
り
の
収
益

性
を
製
造
を
覇
け
負
う
部
品

f'J
,\J
に
細
か
く
調
べ
る
こ
と

も
で
き
る。
デ
ー
タ
の
期
間

を
25
年
の
単
年
と、
25
年
ま

で
の
5
年
間
と
い
っ
た
具
合

に
変
え
れ
ば、
過
去
の
採
算

は
悪
か
っ
た
が、
去
年
は
良

か
っ
た
と
い
っ
た
考
察
も
可

能
だ。

コ
ー
ジ
ン
は
過
去
に
チ
ャ

ー
ト
図
を
手
に
取
引
先
に
価

格
転
嫁
を
要
諮
し
て
成
功
さ

せ
た。
「
御
社
と
の
取
引
は

当
社
に
と
っ
て
赤
字。
価
格

転
嫁
を
認
め
て
く
だ
さ
い」

と
訴
え
た
こ
と
も
あ
る。
受

購
す
る
富
山
デ
ー
タ
ー
機
器

サ
ー
ビ
ス
（
富
山
市）
の
桑

山
知
子
社
長
は
「
口
上
げ
の

た
め
に
も
客
観
的
な
デ
ー
タ

を
蒜
に
価
格
転
嫁
を
お
願
い

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い」

と
力
を
込
め
る。

コ
ー
ジ
ン
の
小
柴
雅
信
社

長
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
る
理

由
を
「
中
小
企
業
が
適
切
に

価
格
転
嫁
で
き
る
環
塙
を
整

え
る
こ
と
が、
長
期
的
に
当

社
の
た
め
に
な
る」
と
説
明

す
る。見

え
る
化
に
必
要
な
原
価

計
算
や、
デ
ー
タ
を
集
め
て

チ
ャ
ー
ト
図
に
す
る
方
法
は

6
回
に
分
け
て
伝
え
る。
謡

師
は
小
柴
佳
嗣
取
締
役
が
務

め、
1
回
約
5
時
間。
1
ー

2
カ
月
に
1
回
の
頻
度
で
開

き、
佳
嗣
氏
が
各
回
の
間
に

受
講
し
て
い
る
企
業
に
出
向

い
て
内
容
を
正
し
く
理
解
し

て
い
る
か
確
認
す
る。

25
年
秋
ス
タ
ー
ト
の
第
1

弾
は
地
元
の
金
融
機
関
が
仲

介
し
た
企
業
な
ど
3
社
が
参

加
し
た。
現
時
点
の
受
講
料

は
1
社
数
十
万
円。
別
の
企

業
か
ら
の
申
し
込
み
も
あ

り、
4
月
ま
で
に
第
1
弾
を

終
え
て
追
加
の
講
座
を
適
時

開
く
見
通
し
だ。

教
え
る
側
も
利
点

ノ
ウ
ハ
ウ
を
外
販
す
る
効

果
は
収
益
源
の
多
様
化
だ
け

で
は
な
い。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使

う
側
か
ら
教
え
る
側
に
変
わ

る
と、
仕
組
み
を
よ
り
洗
練

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

り、
自
社
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
ポ
イ
ン
ト
に
気
づ
け
た

り
す
る。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
特
酌

な
ど
の
知
的
財
産
に
結
び
つ

け
ら
れ
れ
ば、
経
常
基
盤
の

強
化
に
つ
な
が
る。

ス
ー
パ
ー
サ
ン
シ
は
自
社

の一
部
備
品
の
形
状
な
ど
を

特
許
に
し
て
い
る。
コ
ー
ジ

ン
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
知
財
に
な

る
可
能
性
に
つ
い
て
弁
理
士

に
相
談
を
始
め
た。

大
阪
工
業
大
学
の
小
林
誠

特
任
教
授
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
公

開
は
「
こ
こ
か
ら
先
は
絶
対

に
外
に
出
さ
な
い
と
開
示
す

る
範
囲
を
決
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い」
と
話
す。
「
営
業

秘
密
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
相

手
は
限
定
す
る
な
ど、
情
報

流
出
を
防
ぐ
戦
略
も
必
要
に

な
る」
と
指
摘
す
る。

（
漆
閻
泰
志、
山
田
健一
）
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